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に、其（その）
僕（ぼく）の
主（しゅ）
來（きた）りて、
彼（かれ）を
断（た）ち、
彼（かれ）を
不（ふ）
忠（ちゅう）の
者（もの）と
同（おな）じき
分（ぶん）に
處（しょ）せん。

四七 
其（その）
主（しゅ）の
旨（むね）を
知（し）りて
備（そな）へず、
其（その）
旨（むね）に
順（したが）ひて
行（おこな）はざりし
僕（ぼく）は、
多（おほ）く
扑（うた）れん、

四八 
知（し）らずして
罰（ばつ）に
當（あた）たる
事（こと）を
行（おこな）ひし
者（もの）は、
少（すくな）く
扑（た）たれん。
凡（およ）そ
多（おほ）く
與（あた）へられし
者（もの）は、
多（おほ）く
促（うなが）されん、
多（おほ）く
託（たく）せられし
者（もの）は、
更（さら）に
多（おほ）く
索（もと）められん。

四九 
我（われ）
火（ひ）を
地（ち）に
投（とう）ぜん
爲（ため）に
來（きた）れり、
此（こ）の
火（ひ）の
已（すで）に
燃（も）えんことを、
我（われ）
望（のぞ）むこと
幾何（いくばく）ぞ。

五〇 
我（われ）に
受（う）くべき
洗禮（せんれい）あり、
其（その）
成（な）るに
至（いた）るまで、
我（われ）
憂（うれひ）に
迫（せま）ること
如何（いか）ばかりぞ。

五一 
爾（なんぢ）
等（ら）は
我（われ）
和（わ）
平（へい）を
地（ち）に
與（あた）へん
爲（ため）に
來（きた）れりと
意（おも）ふか、
我（われ）
爾（なんぢ）
等（ら）に
謂（い）ふ、
然（しか）らず、
即（すなはち）
分（ぶん）
離（り）なり。

五二 
蓋（けだし）
是（これ）より
後（のち）、
一（いっ）
家（か）に
五（ご）
人（にん）
分（ぶん）
離（り）して、
三（さん）
人（にん）は
二人（ににん）、
二人（ににん）は
三（さん）
人（にん）に
敵（てき）せん、

五三 
父（ちち）は
子（こ）に、
子（こ）は
父（ちち）に
敵（てき）し、
母（はは）は
女（むすめ）に、
女（むすめ）は
母（はは）に
敵（てき）し、
姑（しうとめ）は
其（その）
婦（よめ）に、
婦（よめ）は
其（その）
姑（しうとめ）に
敵（てき）せん。

五四 
又（また）
民（たみ）に
謂（い）へり、
爾（なんぢ）
等（ら）
雲（くも）の
西（にし）より
起（おこ）るを
見（み）れば、
直（ただち）に
言（い）ふ、
雨（あめ）ふらんと、
果（はた）して
然（しか）り。

五五 
風（かぜ）の
南（みなみ）より
吹（ふ）くを
見（み）れば、
言（い）ふ、
暑（あつ）くならんと、
果（はた）して
然（しか）り。

五六 
偽（ぎ）
善（ぜん）
者（しゃ）よ、
爾（なんぢ）
等（ら）
天（てん）
地（ち）の
面（おもて）を
別（わか）つを
知（し）りて、
何（なん）ぞ
此（こ）の
時（とき）を
別（わか）たざる。

五七 
且（かつ）
爾（なんぢ）
等（ら）
何（なん）ぞ
己（おのれ）に
依（よ）りて、
宜（よろ）しき
所（ところ）を
判（はん）
断（だん）せざる。


五八 
爾（なんぢ）を
訴（うった）ふる
者（もの）と
偕（とも）に
有司（つかさ）に
往（ゆ）く
時（とき）、
途（と）
中（ちゅう）に
在（あ）りて
彼（かれ）より
釈（ゆるし）を
得（え）んことを
勉（つと）めよ、
恐（おそ）らくは
彼（かれ）
爾（なんぢ）を
曳（ひ）きて、
裁判（さいばん）
官（くわん）に
至（いた）り、
裁判（さいばん）
官（くわん）
爾（なんぢ）を
下吏（したやく）に
付（わた）し、
下（した）
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